
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
で
は
、
現
代
伝
道
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
一
七
年
・
二
〇
一
八
年
に

実
施
さ
れ
た
「
浄
土
真
宗
に
関
す
る
実
態
把
握
調
査
」（
真
宗
教
団
連
合
）
に
よ
れ
ば
、
浄
土
真
宗
で
重
要
な
言
葉
の
認
知
度
や
理
解
度
が
低
く
、

知
っ
て
い
た
と
し
て
も
誤
っ
て
認
識
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
厳
し
い
結
果
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
将
来
を
担
う
若
い
世
代
へ
の
伝

道
に
大
き
な
課
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

宗
門
で
は
、
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
に
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年
・
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
慶
讃
法
要
を
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。
こ
の
ご

縁
を
前
に
、
よ
り
多
く
の
方
に
み
教
え
を
届
け
る
た
め
に
も
、「
伝
え
る
伝
道
」
か
ら
「
伝
わ
る
伝
道
」
へ
と
本
質
的
に
転
換
し
、
親
鸞
聖
人
の

み
教
え
を
正
し
く
、
わ
か
り
や
す
く
、
あ
り
が
た
く
伝
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、「
伝
わ
る
言
葉
」
の
創
出
や
、
言

葉
や
情
報
を
伝
え
る
た
め
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル※

１

を
活
用
し
た
伝
道
方
法
の
確
立
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
下
で
の
模
索
―
よ
り
多
く
の
方
に
届
け
る
た
め
に
―
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

ポ
ス
タ
ー
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
用
い
た
新
た
な
試
み
の
進
捗
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
本
文
中
の
用
語
（
※
１
～
５
）
に
つ
い
て
は
、
最

後
に
ま
と
め
て
註
に
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
適
宜
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

１
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
下
で
の
発
信

総
合
研
究
所
で
は
、『
宗
報
』
二
〇
二
〇
年
四
月
号
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス※
２

）
な
ど
を
活
用
し
た

新
た
な
伝
道
方
法
と
し
て
、「
掲
示
伝
道
」
が
注
目
を
集
め
た
要
因
や
可

能
性
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
現
在
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

〈「
伝
え
る
伝
道
」か
ら「
伝
わ
る
伝
道
」へ
〉
❶

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
下
で
の
模
索

―
よ
り
多
く
の
方
に
届
け
る
た
め
に

―

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
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症
が
世
界
に
拡
散
し
、
仏
教
界
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
て
お
り
、

全
日
本
仏
教
会
や
真
宗
教
団
連
合
、
そ
し
て
各
宗
派
本
山
な
ど
は
情
報
を

ま
と
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
声
明
や
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
な
ど
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
安
心
安
全
の
た
め
に
延
期
や

中
止
の
判
断
を
も
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
仏
事
・
法
事
・
葬
儀
・
法
座
な
ど

を
安
心
し
て
執
り
行
う
た
め
に
、
国
や
自
治
体
な
ど
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た

感
染
対
策
に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
た
と
い
う
性
格
の
も
の
が
多
か
っ
た
よ

う
で
す
。

宗
教
者
か
ら
発
信
さ
れ
る
も
の
ご
と
に
は
、「
教
え
を
伝
え
る
」
こ
と

が
根
本
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
で
「
こ
こ
ろ
に
響

く
言
葉
」
が
発
信
さ
れ
、
あ
る
い
は
「
教
え
を
伝
え
る
」
た
め
に
お
寺
に

人
々
を
招
い
て
仏
事
・
法
要
や
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
す
る
中
で
は
、
ま
ず

は
「
安
心
・
安
全
」、
そ
し
て
「
不
安
の
拡
大
を
防
ぐ
」
こ
と
が
優
先
さ

れ
、
寺
院
の
法
座
や
研
修
会
な
ど
も
中
止
・
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
一
方
で
、「
集
ま
れ
な
い
」
状
況
の
中
で
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
、
配

布
物
や
ポ
ス
タ
ー
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
配
信
な
ど
に
よ
る
伝
道
が
盛
ん
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
病
気
へ
の
不
安
、
感
染
へ
の
不
安
、
差
別

や
偏
見
へ
の
不
安
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
「
不
安
」
が
実
感
と
し
て
世
の
中
に

広
が
る
中
で
、
宗
教
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
人
々
に
届
い
た
の
か
。
心

の
安
寧
に
繋
が
る
よ
う
な
有
効
な
発
信
が
で
き
て
い
た
の
か
。
こ
う
し
た

課
題
は
、
今
後
、
検
証
さ
れ
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

２
、「
コ
ロ
ナ
ポ
ス
タ
ー
」
か
ら
見
え
る
課
題

日
本
で
初
め
て
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
最
中
に
取
り
組
ま
れ

た
の
が
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
す
べ
て
の
人
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
ポ
ス
タ
ー
」
で
し
た
。『
本
願
寺
新
報
』
と
宗
派
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト※
３

に
公
開
さ
れ
た
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ポ
ス
タ
ー
は
、
二
〇
二
〇
年

五
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
毎
月
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
の

紙
面
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
文
は
、
各
お
寺
で
の
掲
示
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
転
載
な

ど
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
法
話
や
研
修
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
も
活
用

さ
れ
ま
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
ポ
ス
タ
ー
で
は
、
毎
回
、
一
般
生
活
者
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
分
析
が
『
宗
報
』
に
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
般
生
活
者
の
感
想
を
直
接
聞
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら

「
伝
わ
る
伝
道
」
に
向
け
た
課
題
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
で
は
、
例
え
ば
二
十
代
の
方
で
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
文

の
意
味
が
「
と
て
も
よ
く
わ
か
っ
た
」
と
答
え
た
方
が
０
％
と
い
う
結
果

が
出
る
な
ど
（『
宗
報
』
二
〇
二
〇
年
七
月
号
）、
厳
し
い
結
果
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
な
課
題
が
導
き
出
さ
れ
ま
す
。

・
二
十
～
五
十
代
の
理
解
度
が
顕
著
に
低
い

・
仏
教
や
真
宗
の
専
門
用
語
を
使
う
と
急
激
に
伝
わ
ら
な
く
な
る

・
日
常
的
な
言
葉
を
用
い
て
も
、
容
易
に
伝
わ
る
わ
け
で
は
な
い

伝
道
に
お
い
て
は
、
人
々
に
「
教
え
た
い
」「
紹
介
し
た
い
」「
説
明
し

た
い
」
と
い
う
宗
教
者
側
の
思
い
か
ら
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
反
面
、「
な
に
が
」「
だ
れ
に
」「
ど
う
」
伝
わ
っ

〈「伝える伝道」から「伝わる伝道」へ〉
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て
い
る
の
か
の
反
応
は
な
か
な
か
得
ら
れ
ず
、
曖
昧
な
感
覚
に
留
ま
っ
て

い
た
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。
一
般
生
活
者
の
率
直
な
反
応
を
通
し
て
、「
伝

え
た
い
」
と
い
う
思
い
だ
け
で
は
、「
伝
わ
ら
な
い
」
と
い
う
現
実
が
数

字
と
し
て
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

み
教
え
を
正
し
く
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
く
た
め
に
は
、「
一
方
的

な
語
り
」
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
読
み
手
・
聞
き
手
は
ど
ん
な
言
葉
に

ど
の
よ
う
に
反
応
し
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
が
、

は
っ
き
り
と
示
さ
れ
ま
し
た
。

３
、
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
続
き
、
以
前
の
よ
う
に
人
が

お
寺
に
集
ま
れ
な
い
中
で
、
二
〇
二
〇
年
八
月
に
新
た
に
「
伝
わ
る
伝
道
」

の
具
体
的
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
始
め
ら
れ
た
の
が
、
宗
派
公
式
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
（nishi.hongw

anji

）
で
す
。
二
〇
二
一
年
八
月
に
は
フ
ォ

ロ
ワ
ー※
４

数
が
七
千
人
を
超
え
、
宗
派
・
本
山
関
連
で
最
も
多
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
し
て
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
（Facebook

）
や
ツ
イ
ッ
タ
ー

（T
w
itter

）、
ラ
イ
ン
（LIN

E

）
な
ど
が
有
名
で
あ
り
、
現
在
、
宗
派
・

本
山
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
（Instagram

）
は
「
イ
ン
ス
タ
映
え
」
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
、
写
真
の
投
稿
が
メ
イ
ン
で
す
。
宗
派
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で

は
、
本
願
寺
の
美
し
い
写
真
や
、
浄
書
担
当
者
に
よ
る
筆
文
字
の
法
語
、

写
真
や
法
語
に
つ
い
て
の
わ
か
り
や
す
い
解
説
や
味
わ
い
な
ど
、
投
稿
が

随
時
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
二
一
年
一
月
の
御
正
忌
報
恩
講
法
要
の
時

期
に
は
、
五
十
年
前
の
立
教
開
宗
慶
讃
記
念
版
画
（
徳
力
富
吉
郎
作
・
京

都
徳
力
版
画
館
蔵
。『
宗
報
』
八
九
～
一
〇
〇
号
〈
昭
和
四
十
六
～
四
十
七
年
〉

に
掲
載
）
に
よ
る
「
親
鸞
聖
人
の
生
涯
」
が
投
稿
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
組
み
込
む
こ
と
で
、
本
ア
カ
ウ
ン
ト
の
投
稿
に
気

づ
い
た
人
々
の
心
に
響
く
こ
と
を
目
指
し
、
日
々
更
新
さ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
、
閲
覧
者
の
反
応
を

さ
ま
ざ
ま
な
数
字
で
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
宗
派
公
式
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
で
は
、
三
十
代
か
ら
五
十
代
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
多
く
、
前
述
の「
ポ

ス
タ
ー
」で
課
題
と
し
て
浮
上
し
た
年
代
に
も
届
い
て
い
る
と
い
う
点
で
、

今
後
の
伝
道
に
お
い
て
有
効
な
ツ
ー
ル
と
い
え
ま
す
。

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
投
稿
毎
に
、
閲
覧
回
数
、「
い
い

ね
！
」
を
押
し
た
人
の
数
な
ど
が
わ
か
り
ま
す
。
例
え
ば
、
写
真
一
枚
を

投
稿
し
た
と
き
、
そ
れ
に
気
づ
い
た
人
、
気
に
入
っ
た
人
な
ど
が
、

・「
い
い
ね
！
」
ボ
タ
ン
を
押
す

・
投
稿
を
シ
ェ
ア※
５

す
る

・
投
稿
を
保
存
す
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
を
し
ま
す
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、

「
い
い
ね
！
」
は
発
信
者
と
登
録
者
・
視
聴
者
と
の
「
絆
」
を
示
す
も
の

と
言
わ
れ
、「
絆
」
が
深
け
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
が
得
ら
れ
、
フ
ォ

ロ
ワ
ー
や
閲
覧
者
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
「
い
い
ね
！
」
の
反
応

を
投
稿
内
容
別
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
写
真

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
最
も
重
要
な
の
が
写
真
で
す
。
そ
の
特
性
に
あ
わ
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せ
て
、
仏
教
・
真
宗
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
本
願
寺
の
境

内
地
を
中
心
と
し
て
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
撮
影
し
た
写
真
が
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
ま
す
。
写
真
で
は
、
次
の
よ
う
な
投
稿
の
「
い
い
ね
！
」
数
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

・
廊
下
を
歩
く
僧
侶
…
…
９
１
７
い
い
ね
！

（
二
〇
二
〇
年
十
二
月
二
十
一
日
）

・
花
ま
つ
り　
　
　

…
…
２
２
５
２
い
い
ね
！

（
二
〇
二
一
年
四
月
八
日
）

・
唐
門
の
麒
麟　
　

…
…
１
０
７
６
い
い
ね
！

（
二
〇
二
一
年
五
月
十
日
）

・
大
賀
蓮　
　
　
　

…
…
１
２
３
５
い
い
ね
！

（
二
〇
二
一
年
六
月
二
十
九
日
）

本
願
寺
の
美
し
い
建
造
物
や
季
節
感
が
伝
わ
る
も
の
、
そ
し
て
僧
侶
の

日
常
の
姿
な
ど
が
高
い
数
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
願
寺
の
今
が
伝
わ

り
、
お
寺
の
中
で
人
々
が
生
き
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
た
も
の
に
多
く
の

関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
親
鸞
聖
人
の
こ
と
ば

毎
月
十
六
日
に
は
、
国
宝「
安
城
御
影
」（
本
願
寺
蔵
）の
画
像
と
と
も
に
、

次
の
よ
う
な
「
御
消
息
」
や
『
歎
異
抄
』
な
ど
の
親
鸞
聖
人
の
こ
と
ば
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

・「
世
の
な
か
安
穏
な
れ　

仏
法
ひ
ろ
ま
れ
」（『
親
鸞
聖
人
御
消
息
』）

人
は
み
な
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
う
気
づ
く
こ
と
で
、
世
界
は

も
っ
と
安
ら
か
で
穏
や
か
に
な
る
。
ひ
ろ
ま
れ
、
仏
法
っ
!!

…
…
９
５
４
い
い
ね
！	

（
二
〇
二
一
年
八
月
）

・「
一
切
の
有
情
は
み
な
も
つ
て
世
々
生
々
の
父
母
・
兄
弟
な
り
」

	

（『
歎
異
抄
』
第
五
条
）

目
の
前
の
家
族
だ
け
が
家
族
な
の
で
は
な
い
。
す
べ
て
の
命
あ
る

も
の
は
、
い
つ
か
ど
こ
か
で
親
子
や
兄
弟
だ
っ
た
。　

…
…
８
９
９
い
い
ね
！	

（
二
〇
二
一
年
七
月
）

〈「伝える伝道」から「伝わる伝道」へ〉
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・「
遇
い
が
た
く
し
て
い
ま
遇
う
こ
と
を
得
た
り
」

（『
教
行
信
証
』「
総
序
」）

人
生
が
ひ
っ
く
り
返
る
ほ
ど
の
出
会
い
が
あ
る
。
出
会
え
て
本
当

に
よ
か
っ
た
。　
　
　
　
　

…
…
８
７
３
い
い
ね
！	

（
二
〇
二
一
年
五
月
）

各
月
の
「
い
い
ね
！
」
数
は
左
下
の
図
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

二
〇
二
一
年
四
月
以
降
は
、
開
設
当
初
と
比
べ
る
と
倍
以
上
の
「
い
い

ね
！
」
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
の
増
加
と
と
も
に
次
第
に

親
鸞
聖
人
の
こ
と
ば
が
届
く
よ
う
に
な
り
、
各
投
稿
の
「
い
い
ね
！
」
数

の
増
加
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
、
お
お
よ
そ
次

の
よ
う
な
推
移
で
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
が
増
加
し
て
い
ま

す
（
参
照
「
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
の
推
移
」）。
フ
ォ
ロ
ワ
ー

数
が
４
０
０
０
か
ら
５
０
０
０
近
く
と
な
っ
た
頃
か

ら
、「
い
い
ね
！
」
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
後

の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
の
増
加
に
よ
り
、
さ
ら
に
多
く
の

方
に
響
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

③
法
語

毎
週
１
～
２
回
投
稿
さ
れ
て
い
る
の
が
「
法
語
」

で
あ
り
、
浄
書
担
当
者
に
よ
る
筆
文
字
を
基
本
と
し

て
、
短
い
仏
教
語
や
釈
尊
の
こ
と
ば
な
ど
、
仏
法
や

浄
土
真
宗
の
み
教
え
が
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
綴
ら

れ
る
内
容
で
す
。
例
え
ば
、
二
〇
二
一
年
六
月
～
七

月
の
投
稿
（
釈
尊
の
こ
と
ば
）
で
は
、

・「
幸
福
は
た
く
さ
ん
の
人
と
分
け
合
っ
て
も
減
ら
な
い
」

（『
四
十
二
章
経
』）

…
…
９
３
２
い
い
ね
！	

（
二
〇
二
一
年
六
月
三
十
日
）

・「
自
ら
を
愚
か
で
あ
る
と
思
え
る
人
こ
そ
賢
者
で
あ
る
」

（『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
六
三
偈
）

…
…
９
１
８
い
い
ね
！	

（
二
〇
二
一
年
七
月
十
四
日
）

・「
怒
ら
な
い
こ
と
に
よ
っ
て　

怒
り
に
打
ち
勝
て
」

（『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
二
二
三
偈
）

…
…
９
７
５
い
い
ね
！	

（
二
〇
二
一
年
七
月
二
十
一
日
）
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と
い
ず
れ
も
900
を
超
え
る
「
い
い
ね
！
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

写
真
の
解
説
や
法
語
に
は
、
国
際
伝
道
担
当
者
に
よ
る
英
訳
も
付
さ
れ

て
お
り
、
海
外
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

④
仏
教
マ
ン
ガ
『
ヤ
ン
キ
ー
と
住
職
』

二
〇
二
一
年
七
月
以
降
、
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
投
稿
さ
れ
て
い

る
の
が
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
僧
侶
で
あ
り
、
マ
ン
ガ
家
で
あ
る
近
藤

丸
氏
に
よ
る
仏
教
マ
ン
ガ
『
ヤ
ン
キ
ー
と
住
職
』
で
す
。

各
投
稿
回
の
「
い
い
ね
！
」
数
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
第
一
席
「
天
上
天
下
唯
我
独
尊
」（
二
〇
二
一
年
七
月
十
日
）

	

…
…
１
９
８
４
い
い
ね
！

・
第
二
席
「
諸
行
無
常
」	（
二
〇
二
一
年
七
月
二
十
日
）	

	

…
…
２
１
６
５
い
い
ね
！

・
第
三
席
「
卑
下
慢
」（
二
〇
二
一
年
七
月
三
十
日
）

		

…
…
１
７
０
５
い
い
ね
！

・
第
四
席
「
娑
婆
」（
二
〇
二
一
年
八
月
十
日
）	

…
…
１
３
３
８
い
い
ね
！

こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
コ
ン
テ
ン
ツ
で
の
投
稿
が
始
ま
り
、
異
な
る
層

の
方
の
興
味
を
引
い
た
こ
と
か
ら
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
や
「
い
い
ね
！
」
数

が
大
幅
に
伸
び
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
例
え
ば
、
第
２
回
の
投

稿
で
は
リ
ー
チ
数
（
投
稿
を
見
た
人
の
数
）
が
３
０
９
２
３
（
83
％
が
フ
ォ

ロ
ワ
ー
外
か
ら
）、
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
数
（
投
稿
が
表
示
さ
れ
た
総
回
数
）

は
３
２
７
０
６
と
い
ず
れ
も
３
万
を
超
え
、
多
く
の
方
に
見
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
一
つ
ひ
と
つ
の
数
字
の
関
連
性
は
推
測

に
過
ぎ
な
い
部
分
も
で
て
き
ま
す
が
、
こ
う
し
た
高
い
数
字
は
、
他
の
投

稿
の
閲
覧
・
い
い
ね
！
数
や
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
の
増
加
に
繋
が
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
写
真
を
中
心
に
本
願
寺
の
今
を
伝
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ

ン
テ
ン
ツ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
多
く
の
方
の
反
応
が
得
ら
れ
る
よ

〈「伝える伝道」から「伝わる伝道」へ〉
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う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
投
稿
さ
れ
る
内
容
は
、
毎
週
開
催
さ

れ
る
会
議
に
お
い
て
迅
速
に
決
定
さ
れ
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
が
垣
根

を
越
え
て
連
携
を
と
り
つ
つ
、
外
部
人
材
を
交
え
な
が
ら
、
写
真
・
デ
ザ

イ
ン
・
マ
ン
ガ
な
ど
が
作
成
・
投
稿
さ
れ
て
い
ま
す
。
宗
門
内
外
の
さ
ま

ざ
ま
な
人
材
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か
し
て
関
わ
り
あ
う
こ
と
で
、

質
の
高
い
本
願
寺
の
写
真
を
届
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、「
こ
の
言
葉

は
一
般
生
活
者
に
伝
わ
る
の
か
」
と
い
う
視
点
で
対
話
や
議
論
を
重
ね
る

こ
と
で
、
専
門
用
語
か
ら
わ
か
り
や
す
い
言
葉
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。「
こ
れ
で
は
伝
わ
ら
な
い
」
と
い
う
危
機
感
が
「
伝
わ
る
言
葉
」

の
創
出
を
後
押
し
し
、
現
代
に
生
き
る
人
々
の
生
活
の
一
部
と
し
て
広
く

親
し
ま
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
は
な
か
な
か
仏
教
の
教
え
が
伝
わ
ら
な
か
っ
た
方
々
に
も
、
国

や
地
域
、
年
代
を
超
え
て
、
仏
法
や
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
が
伝
わ
る
可
能

性
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

４
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
入
り
口
と
し
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
以
前
か
ら
、
み
教
え
が
な
か
な

か
「
伝
わ
ら
な
い
」
と
い
う
課
題
は
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
集
ま
る

こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
現
実
、「
伝
え
る
」
機
会
が
失
わ
れ
る
と
い
う
現

実
を
前
に
し
た
私
た
ち
は
、
一
般
生
活
者
、
教
え
を
聞
く
側
の
視
点
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
と
も
な
っ
て
始
め
ら
れ
た
「
ポ

ス
タ
ー
」、
そ
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）
を
活
用
し
た
伝
道
を
通

し
て
、
極
端
に
浄
土
真
宗
の
み
教
え
が
伝
わ
ら
な
い
世
代
が
あ
る
こ
と
が

明
瞭
と
な
り
、
そ
の
世
代
に
繋
が
る
ツ
ー
ル
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
が
有

効
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
不
特
定
多
数
の
方
へ
の
投
稿
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
お
寺
に
縁
の
無
か
っ
た
方
も
含
め
て
、
何
ら
か
の
反
応
が

得
ら
れ
る
こ
と
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
点
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
「
掲
示
伝
道
」
の

課
題
と
同
様
、「
素
通
り
」
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
が
、
一

度
「
絆
」
を
結
ん
だ
方
が
次
の
行
動
を
示
す
姿
も
確
認
で
き
ま
す
。
一
方

通
行
の
「
伝
え
る
」
で
は
な
く
、
そ
れ
に
気
づ
い
た
人
々
が
反
応
（「
い
い

ね
！
」
な
ど
）
を
示
し
、
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
（
投
稿
の
シ
ェ
ア
や
保
存
な
ど
）

へ
と
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
う
し
て
築
か
れ
て
い
く
「
双
方
向
性
」
は
、

こ
れ
か
ら
の
伝
道
に
お
い
て
最
も
注
視
す
べ
き
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
が
容
易
に
う
か
が
え
る
の
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
点
で
も
あ

り
、
宗
派
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
、「
い
い
ね
！
率
」
に
も
着
目
し

て
運
営
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
い
い
ね
！
率
」
と
は
、
の
べ
閲
覧
数

に
対
す
る
「
い
い
ね
！
」
な
ど
の
反
応
の
割
合
を
示
し
た
数
値
の
こ
と
で

インプレッション数（総閲覧数）トップ15
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す
。
一
般
的
な
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
平
均
「
い
い
ね
！
率
」
は
４
％
程
度

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
宗
派
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
、
昨
年
度
末

（
二
〇
二
一
年
三
月
末
）
時
点
で
平
均
の
「
い
い
ね
！
」
獲
得
率
が
14
％
と

い
う
高
い
数
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
願
寺
の
美
し
い
景
観
や
心
に
響
く
言
葉
を
見
聞
き
す
る
。
そ
の
反
応

は
、
継
続
し
て
投
稿
を
閲
覧
し
、
繋
が
り
の
あ
る
人
に
届
き
、
そ
し
て
実

際
に
お
寺
を
訪
れ
る
な
ど
具
体
的
な
行
動
に
結
び
つ
い
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
、
お
寺
を
訪
れ
た
方
は
、
境
内
の
雰
囲
気
を
味
わ
い
、
堂
内
で
お
経

や
お
念
仏
の
響
き
を
感
じ
、
心
静
か
に
み
教
え
を
聞
い
て
い
く
。
そ
の
繰

り
返
し
が
、
よ
り
深
く
み
教
え
を
味
わ
い
、
お
念
仏
の
慶
び
を
他
の
人
と

と
も
に
す
る
豊
か
な
生
き
方
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

私
た
ち
が
先
輩
方
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
み
教
え
を
、
今
の
世
代
、
未

来
の
世
代
に
繋
い
で
い
く
た
め
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
空
間
を
有
効
に
活
用
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
は
あ
く
ま
で
も
ツ
ー
ル
で
す

か
ら
、「
何
を
伝
え
て
い
く
の
か
」、「
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
」
を

常
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
今
回
紹
介
し
た
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
通
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
み
な
ら
ず
、
ア
ナ
ロ
グ
、
デ
ジ
タ
ル
、
紙
、
音

声
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
多
く
の
人
々
と
出
会

い
、
関
係
を
結
び
、
味
わ
い
や
慶
び
を
と
も
に
し
て
い
く
こ
と
が
「
伝
わ

る
伝
道
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
み
教
え
や
言
葉
を

伝
え
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
に
共
感
し
た
人
々
が
お
寺
に
来
ら
れ
た
と
き

に
何
が
で
き
る
の
か
を
常
に
念
頭
に
置
き
、「
伝
わ
る
伝
道
」
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

	

（
総
合
研
究
所
教
学
伝
道
研
究
室　

現
代
伝
道
研
究
担
当
）

※
文
中
の
「
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
数
」「
い
い
ね
！
数
」
な
ど
は
、
二
〇

二
一
年
八
月
三
十
一
日
正
午
時
点
の
も
の
で
す
。

【
本
文
中
で
用
い
た
用
語
に
つ
い
て
】

※
１　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
…
…
意
思
や
情
報
を
伝
達
す
る
た

め
の
道
具
の
こ
と
。
従
来
は
電
話
や
メ
ー
ル
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
伴
っ
て
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
※
２
参
照
）
の
利
用
者
が
増
え
て
き
て
い
る
。

※
２　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
…
…	

人
と
人
と
の
社
会
的
な
繋
が
り
を
維
持
・
促
進
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
機

能
を
提
供
す
る
、
会
員
制
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
。

	

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム（Instagram

）、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク（Facebook

）、

ツ
イ
ッ
タ
ー
（T

w
itter

）、	

ラ
イ
ン
（LIN

E

）
な
ど
の
使
用
者
数

が
特
に
多
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
で
閲
覧
・
投
稿
な
ど
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
３　
宗
派
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
…
…
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
が
運
営
す
る

公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
こ
と
。
浄
土
真
宗
の
み
教
え
や
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
（
西
本
願
寺
）
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
、
広
く
宗
門

内
外
に
提
供
し
て
い
る
。https://w

w
w
.hongw

anji.or.jp/

※
４　
フ
ォ
ロ
ワ
ー
…
…
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
※
２
参
照
）
に
お
い
て
、
投
稿
内
容

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
登
録
し
た
人
の
こ
と
。

※
５　
シ
ェ
ア
…
…
投
稿
内
容
を
見
た
利
用
者
が
、
そ
の
投
稿
を
転
載
し

て
、
他
の
利
用
者
に
そ
の
内
容
を
伝
達
し
て
共
有
す
る
こ
と
。
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